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令和6年 2月 14日

SDGs達成に向けた宣言書

宣言者 所在地 北秋田市綴子字上台 121番 2

名称 新東北メタル株式会社

代表者 代表取締役社長 来栖 直敏

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿

３側面

(主な分

野にþ)

SDGs 達成に

向けた重点的

な取組

2030年に向けた

指標

重点的な取組及び

指標の進捗状況

（※初回記入不要。１年ごとに要報告）

初回登録年月日：Ｒ4年 1月 17日

関連する

主な

SDGs

ゴール

(最大３つ)

þ経済

þ社会

þ環境

低炭素社会

･CO2排出量の低減

(原単位で 10%カット)

･技術革新による生産性

向上

(生産性 10%アップ)

･使用電力量の見える化

･使用電力量低減の為、取鍋加熱装置の排熱

を利用したスクラップ予熱設備を導入し

た。(R5/12)

･超音波カメラを活用し、コンプレッサー

エアーの漏れを低減した。(R5/12)

･ガス切断工程生産性向上の為、切断マニピ

ュレーターを導入した。(R5/9)

9

12

13

☐経済

þ社会

☐環境

ガバナンス

･コンプライアンス強化

(法令遵守：違反ゼロ)

･サプライヤとのパート

ナーシップの強化

･各種法規要求事項一覧を作成し、遵守

状況を定期的に確認している。

(R5/3 確認)

･資材購入業者、各種加工委託業者等を

計画的に訪問し、作業状況や法令対応等

を確認している。(今年度は 3月実施予定)

16

17

þ経済

þ社会

þ環境

自然共生社会

･資源循環改善

(産業廃棄物排出量を

原単位で 10%カット)

･材料の使用量削減

･廃プラスチックはサーマル・リカバリー

実施業者に処分委託。(100%)

･従来は廃棄物としていた、鉱さいに混入し

た鉄スクラップを分離させ、資源として

活用している。(R5 上期は約 7t)

･社内で発生するスチール飲料缶及び従業

員の家庭から出る鉄廃棄物を回収し、溶解

材料として活用している。(継続中)

12

14

15

当社は鉄スクラップを電気炉(高炉の約 1/4の CO2 排出量)にて溶解、精錬し、再生させ、砂型に鋳造し

新たな鋳鋼製品として世界中に提供している会社であります。このような製造工程のため、多くのエネ

ルギーを消費していますが、鉄を再資源化し、再生利用するという循環型社会にもつながる事業を行っ

ております。今後は更なるCO2発生量を抑えていくとともに産業廃棄物の削減と従業員の労働環境の向

上、また、この北秋田市の豊かな緑・水の保護についても協力して参ります。

新東北メタル株式会社



ゴール

番号
内容 アイコン

ゴール

番号
内容 アイコン

１ 貧困をなくそう ９
産業と技術革新の基

盤をつくろう

２ 飢餓をゼロに １０
人や国の不平等をな

くそう

３
すべての人に健康と

福祉を
１１

住み続けられるまち

づくりを

４
質の高い教育をみん

なに
１２

つくる責任、つかう責

任

５
ジェンダー平等を実

現しよう
１３

気候変動に具体的な

対策を

６
安全な水とトイレを

世界中に
１４ 海の豊かさを守ろう

７
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに
１５ 陸の豊かさも守ろう

８
働きがいも経済成長

も
１６

平和と公正をすべて

の人に

１７
パートナーシップで

目標を達成しよう


